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論　　文　　の　　要　　旨

　冠動脈の血流遮断時に比べて同動脈の非酸素化（Hypoxia）液潅流時には，その局所心筋収縮

は比較的保持され，心臓のポンプ機能も良好であることが知られている。これは前者の時には代

謝産物が蓄積して心筋収縮を抑制するが，Hypoxia液潅流時には代謝産物がwashoutされるため

と解されている。一方，局所的冠動脈遮断時には側副血行が機能し，その局所心筋収縮は側副血

行の良否によって影響されることも知られている。

＜本研究の目的＞

　冠血流遮断時と冠動脈にHypcxia液を潅流した時とを比較し，両者の時の局所心室壁運動変

化と側副血行の良否との関係を明らかにしようとした。

＜方　　法＞

　雑種成犬12頭（体重9～11kg）を麻酔開胸し，左冠動脈前下行枝を頚動脈からバイパス潅流し

た。このバイパス路において，①ユ分聞の血流遮断，②静水圧60㎜Hgの非酸素加リンゲル液に
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よるユ分間の潅流，③静水圧120㎜Hgの同リンゲル液による1分問の潅流を行い，左前下行枝域

壁運動への影響を比較した。また，この時の壁運動変化を各イヌの側副血行との関係から検討し

た。

　左前下行枝域の壁運動は，その中心部心内膜側に植込んだ超音波di臓ensi㎝ga㎎eを用いて心

筋長を測定し，これより局所心筋短縮率を算出した。

　側副血行については，その良否バイパス血流遼断時の左前下行枝retrograde　pressureおよび

バイパス血流遮断1分後の左冠動脈回旋枝血流の増加率によって評価した。

＜結　　果＞

　（1）12頭のイヌ全体で壁運動の変化については，血流遮断時にはdyskinesisを示したが，静

水圧60狐服Hgによる潅流ではhypoki鵬sisであり，血流遼断時に比べて有意に保持された。

また，静水圧120㎜Hgによる潅流では，壁運動は血流遮断時と静水圧60㎜Hg潅流時の中問であ

り，有意な効果は得られなかった。

　（2）各イヌにおける局所壁運動の変化と側副血行機能との関係をみると，血流遼断時の局所心

筋短縮率の低下は，左前下行枝のretrograde　press雌eおよび左回旋枝血流増加率と一次相関し

たが，同様の一次相関は，静水圧60繍冊gならびに静水圧120㎜Hgの潅流時にも認められた。

＜考　　察＞

　冠動脈のHypoxia液潅流時の局所壁運動は，血流遮断時に比べ保持されるが，血流遮断時と

同様，側副血行機能に依存することが明らかにされた。またHypoxia液潅流による壁運動の保

持のためには，側副血行への影響を考慮し，潅流圧は適切でなければならないことも明らかにさ

れた。

審　　査　　の　　要　　旨

　高齢化社会を迎えて，わが国で虚血性心疾患は国民の健康保持と医学上の重要な問題となって

来ており，その病態生理をさらに解明することが急がれている。本研究は急性心筋梗塞モデルと

しての動物実験で，冠動脈の左前下行枝の血流遮断の場合とHypoxia液潅流によって虚血局所

心筋のwashoutを行う場合との局所心室壁運動に及ぼす影響を，側副血行との関連で検討した

ものである。

　臨床的応用として，最近，冠動脈狭窄病変の治療に試みられる経皮的冠動脈拡張術（PTCA）

に際して，局所心室壁運動すなわち心機能を保持するために，Hypoxia液であってもそれを潅流

することのメリットが示唆されている。

　このように，同氏はいろいろの困難を伴う実験研究を熱心に遂行し，定評あるJapanese　Heart

J㎝ma1に採用されて近く掲載が内定している論文を完成しており，共著論文であるが筆頭著者
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として本研究の主要な部分を担当したことが認められている。

　これによって，同氏は今後に向けて，医師たる研究者としての基本的能力を十分身につけてい

るものと評される。

　よって，著者は医学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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